




要約:レーザー散乱分光法を用い,ヒト透明水晶体の糖尿病性白内障発症について検討した。

多成分解析法で正常の水晶体蛋白粒子径および散乱強度比を求めたところ,水晶体蛋白粒

子は大きく 3種類の粒子径群に分けられた。 

透明水晶体核で,小粒子とそれより大きい大粒子の散乱強度の比(散乱強度比)をとり,若年

性糖尿病患者(IDDM)と正常者の水晶体を比較したところ,散乱強度比は核，および後皮質で

IDDM の方が有意に大きかった。 

18 才以上の IDDM22 名(年令幅 18 才～27 才,内訳:男 7名,女 15 名,罹病年令数 8～19 年)に

ついて本法を用いて検討したところスリットランプ検査で点状白内障のない,正常と判定

された 8 名全員にレーザー散乱分光分析法で異常が発見され,糖尿病性白内障発生のごと

く初期の検索に有用であると考えられた。 


